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行　学　一　如

私立大学戦略的研究基盤形成支援事業

「ヘルス・システムの変容とヘルス・リテラシー
（HL）に関する研究」

　

平
成
二
十
一
年
度
文
部
科
学
省
私
立
大
学
戦
略
的
研

究
基
盤
形
成
支
援
事
業
に
四
月
、
本
学
が
応
募
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ヘ
ル
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
変
容
と
ヘ
ル
ス
・

リ
テ
ラ
シ
ー（
H
L
）に
関
す
る
研
究
」が
採
択
さ
れ
た
。

同
事
業
の
採
択
は
昨
年
度
に
続
き
二
年
連
続
で
、
採
択

率
は
47
・
３
と
半
分
以
上
が
不
可
に
な
る
狭
き
門
。
平

成
二
十
一
年
度
か
ら
二
十
三
年
度
ま
で
の
三
年
間
で
、

総
事
業
費
は
一
億
五
千
万
円
に
上
る
大
事
業
だ
。

　

研
究
テ
ー
マ
は
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
視
点
に

立
っ
た
ヘ
ル
ス
・
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
法
の
開
発
」
で
、

感
性
福
祉
研
究
所
の
阿
部
四
郎
副
所
長
が
代
表
を
務
め

る
。
今
日
の
健
康
問
題
が
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
」

の
概
念
に
基
づ
く「
守
り
型
」に
偏
る
傾
向
を
見
せ
る
中
、

本
事
業
は
積
極

的
に
「
生
き
る

こ
と
」
の
質
の

向
上
を
基
本
と

す
る
こ
と
を
理

念
に
掲
げ
る
。

　

研
究
課
題
と
し
て
人
間
を
身
体
、

心
、
社
会
的
存
在
と
し
て
全
人
的
か

つ
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
捉
え
る
こ
と
か

ら
、
異
な
る
分
野
の
専
門
家
が
学
内

外
か
ら
集
ま
り
、
四
つ
の
班
に
分
か

れ
て
研
究
し
、相
互
連
携
に
努
め
る
。

初
年
度
は
H
L
の
実
態
と
理
論
の
現

状
を
検
討
し
、
課
題
解
決
モ
デ
ル
の

組
み
立
て
に
取
り
組
む
。

　

六
月
二
十
五
日
に
大
会
議
室
で
渡

辺
信
英
学
長
補
佐
や
大
竹
榮
総
務
局

長
ら
関
係
者
約
三
十
人
が
集
ま
り
、
感

性
福
祉
研
究
所
の
山
本
光
障
副
所
長
か

ら
進
行
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。さ
ら
に
、

四
班
の
代
表
者
か
ら
研
究
内
容
が
発
表

さ
れ
、
研
究
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

一
気
に
高
ま
っ
た
。

　

平
成
二
十
一
年
度
大
学
教
育
・
学
生

支
援
推
進
事
業
に
応
募
し
た
本
学
の
事

業
「
求
人
情
報
提
供
の
I
C
T
化
に
よ

る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
就
職
支
援
教
育
の

展
開
」
が
七
月
、
文
部
科
学
省
か
ら
採

択
さ
れ
た
。
期
間
は
三
年
で
、
総
事
業

費
は
約
三
千
六
百
万
円
に
上
る
。

　

本
学
で
は
五
年
前
か
ら
全
学
生
に

P
C
を
貸
与
し
て
い
る
実
績
を
基
に
、

求
人
情
報
提
供
支
援
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
就
職
支
援
教
育

を
め
ざ
す
。

こ
ち
ら
大
学
教
育
・
学
生
支
援
推
進
事
業
も

が
話
し
合
わ
れ
た
。

　

な
お
、
三
大
学
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
本
事
業
は
、事
業
名
を
「
防

災
・
減
災
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心

と
し
た
社
会
貢
献
教
育
の
展
開
」
と

し
、
文
部
科
学
省
の
平
成
二
十
一
年

度
「
大
学
教
育
充
実
の
た
め
の
戦
略

的
大
学
連
携
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

応
募
。
七
月
十
日
、
文
部
科
学
省
か

ら
採
択
が
発
表
さ
れ
た
。

　

全
国
の
大
学
等
か
ら
１
１
９
件
の

公
募
が
あ
り
、
連
携
取
組
と
し
て
採

択
さ
れ
た
の
は
38
件
。
採
択
率
は
31
・

９
％
だ
っ
た
。
当
事
業
の
財
政
支
援

は
年
間
一
億
円
で
、
期
間
は
三
年
間
。

仙
台
、
神
戸
、
東
京
を
結
ぶ
三
大
学
が

取
り
組
む
当
事
業
に
対
す
る
期
待
は
大

き
く
、
そ
の
成
果
が
注
目
さ
れ
る
。

　

本
学
と
東
京
都
新
宿
区
に
あ
る
工
学

院
大
学
が
三
月
九
日
、「
防
災
・
減
災

及
び
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
関
す
る
相
互
支
援
協
定
」
を
締
結
し

た
。
工
学
院
大
学
で
行
わ
れ
た
調
印
式

に
は
本
学
か
ら
渡
辺
信
英
学
長
補
佐
、

岡
田
清
一
教
学
部
長
、
小
松
洋
吉
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
長
兼
地
域
減
災
セ

ン
タ
ー
長
、福
冨
哲
也
教
授
ら
が
出
席
。

工
学
院
大
学
側
は
三
浦
宏
文
学
長
、
水

野
明
哲
副
学
長
ら
七
人
で
、
調
印
後
に

拍
手
で
祝
福
し
た
。

　

協
定
の
目
的
は
発
生
が
迫
る
宮
城

県
沖
地
震
、
首
都
直

下
型
地
震
に
伴
う
防

災
活
動
の
担
い
手
育

成
を
図
る
こ
と
に
あ

る
。
本
学
は
昨
年
三

月
、
神
戸
学
院
大
学
と

同
様
の
締
結
を
行
っ

て
お
り
、
十
七
日
に

は
工
学
院
大
学
と
神

戸
学
院
大
学
が
締
結

す
る
こ
と
で
、
三
大

学
で
大
学
間
相
互
支

援
協
定
を
結
ぶ
形
に

な
っ
た
。

　

実
際
に
災
害
が
起

き
、
い
ず
れ
か
の
大

学
が
被
害
を
受
け
た

と
き
に
は
、
備
蓄
品

の
提
供
や
教
職
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生

の
支
援
を
行
う
な
ど

大学教育充実のための
戦略的大学連携支援プログラム

赤
塚
教
授
に
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
バ
ッ
ジ

　

赤
塚
俊
治
教
授
（
昭
54
社
福
卒
）
が

ベ
ト
ナ
ム
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
か
ら
名
誉

あ
る
「
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
バ
ッ
ジ
」
賞
を

受
賞
し
た
。
授
賞
式
が
行
わ
れ
た
三
月

十
四
日
は
、
同
四
日
か
ら
本
学
の
学
生

を
引
率
し
て
帰
国
す
る
前
日
だ
っ
た
。

同
賞
は
外
国
人
を
対
象
に
年
三
、四
人

し
か
選
ば
れ
ず
、
中
で
も
民
間
人
の
受

賞
は
珍
し
い
と
い
う
。

　

受
賞
理
由
は
「
一
九
九
四
年
か
ら
今

日
ま
で
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
教
育
活
動
に

積
極
的
に
貢
献
し
、
市
民
と
日
本
人
と

の
友
情
と
支
援
に
多
大
な
る
功
績
を
も

た
ら
し
た
」
こ
と
に
よ
る
。

　

人
民
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
式
典
に
は

市
民
ら
約
二
百
人
が
出
席
。
人
民
委
員

会
副
委
員
長
か
ら
感
謝
の
言
葉
と
バ
ッ

ジ
を
贈
呈
さ
れ
た
赤
塚
教
授
は「
光
栄
。

こ
れ
ま
で
一
緒
に
活
動
し
て
き
た
卒
業

生
四
百
五
十
人
と
、
お
世
話
に
な
っ
た

ベ
ト
ナ
ム
国
民
を
代
表
し
て
感
謝
を
申

し
上
げ
た
い
」
と
感
無
量
に
話
し
た
。

　

一
九
九
三
年
に
初
の
訪
問
。
回
数
は

二
十
回
を
数
え
る
。
九
四
年
か
ら
本
格

的
な
活
動
が
始
ま
り
、
十
五
年
に
わ
た

る
実
績
が
評
価
さ
れ
た
。

　

な
お
、
授
賞
式
の
様
子
が
ホ
ー
チ
ミ

ン
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
紹
介
さ
れ

た
。
ま
た
、
河
北
新
報
四
月
十
九
日
付

で
受
賞
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

い
の
ち
の
森
づ
く
り
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

市
民
ら
約
２
０
０
人
が
植
樹　
　
　
　

　
「
い
の
ち
の
森
づ
く
り
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
が
六
月
二
十
七
日
、
音
楽
堂

け
や
き
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
一
般

市
民
や
学
生
、
関
係
者
ら
約
六
百
人
が

参
加
。
開
会
に
先
立
ち
、「
あ
し
た
（
未

来
）
を
植
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委

員
会
」
の
日
置
道
隆
代
表
（
輪
王
寺
副

住
職
）
が
挨
拶
を
述
べ
た
。
続
い
て
萩

野
浩
基
学
長
が
「
環
境
問
題
は
地
球
規

模
的
で
重
要
な
課
題
だ
」
と
語
っ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
後
、
本
学
北
山

キ
ャ
ン
パ
ス
の
小
高
い
丘
の
斜
面
で
仙

台
市
の
梅
原
克
彦
市
長
を
は
じ
め
萩
野

学
長
、
大
竹
榮
総
務
局
長
ら
が
約
二
百

人
の
市
民
と
と
も
に
植
樹
。シ
ラ
カ
シ
、

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ケ
ヤ
キ
な
ど
３
０
０
本

が
次
々
と
植
え
ら
れ
た
。

　

30
度
を
越
す
炎
天
下
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
参
加
者
は
未
来
の
森
づ
く
り
の
た

め
に
丹
念
に
苗
木
を
植
え
込
ん
だ
。

　

社
会
福
祉
士
受
験
に
つ
い
て
通
信
教

育
部
で
は
、
今
年
度
よ
り
入
学
前
に
一
年

以
上
相
談
援
助
の
実
務
経
験
を
有
す
る

方
は
実
習
を
せ
ず
に
受
験
資
格
が
取
得

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
現

職
教
員
の
方
々
が
受
講
す
る
「
教
員
免
許

状
更
新
講
習
」
も
通
信
教
育
に
よ
る
学
習

方
法
（
レ
ポ
ー
ト
）
で
受
講
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
通
信
教
育
部
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
春
も
２
６
６
名
の
卒
業
者
を
出
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
メ
ー
ル

に
よ
る
在
学
生
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
を
図

り
ま
す
。
将
来
的
に
は
W
e
b
上
で
の
履

修
登
録
や
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
申
し
込
み

の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。
昨
年
卒
業
生
の

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト

も
生
か
し
、
少
し
ず
つ
で
も
進
化
す
る
通

信
教
育
部
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
全
国
各
地
の
通
信
教
育
部
・
通
学
課

程
双
方
の
O
B
の
ご
協
力
を
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

通
信
教
育
部
か
ら
の
お
知
ら
せ　
　

6 月 25 日に開かれた打ち合わせ

工学院大の三浦学長と握手する
渡辺学長補佐（右）

表状を手にする赤塚教授

植樹する萩野学長（中央）

「防災・減災・ボランティアを中心とした
社会貢献教育の展開」

　

四
月
に
N
H
K
か
ら
本
学

に
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
の
依
頼

が
あ
っ
た
。
内
容
は
、
衛
星

第
二
放
送
の
番
組
「
お
母
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
」
の
収
録
が

五
月
十
八
日
か
ら
四
日
間
、

仙
台
支
局
の
ス
タ
ジ
オ
で
行

わ
れ
る
の
で
、
出
演
す
る
幼

児
の
面
倒
を
見
て
ほ
し
い
と
い
う
も

の
。
本
学
に
は
総
合
福
祉
学
部
社
会
福

祉
学
科
と
子
ど
も
科
学
部
子
ど
も
教
育

学
科
に
保
育
士
養
成
課
程
が
あ
り
、
資

格
取
得
を
目
指
す
学
生
に
白
羽
の
矢
が

立
っ
た
。
▼
募
集
し
た
と
こ
ろ
両
学

科
か
ら
四
年
生
二
人
ず
つ
、
男
子
一
、

女
子
三
の
計
四
人
が
参
加
で
き
る
こ

と
に
な
っ
た
。
世
話
を
す
る
対
象
児

は
三
歳
か
ら
五
歳
ま
で
の
四
十
五
人
。

毎
回
、
子
ど
も
た
ち
が
入
れ
代
わ
る

た
め
、
中
に
は
お
母
さ
ん
に
し
が
み

つ
い
て
離
れ
ず
、
泣
い
た
り
す
る
子

も
い
て
、
ス
タ
ジ
オ
内
は
保
育
園
さ

な
が
ら
の
様
相
を
呈
し
た
。
収
録
は

五
月
第
五
週
と
六
月
第
一
週
の
二
週

分
。
▼
学
生
の
リ
ー
ダ
ー
役
を
務
め

た
社
会
福
祉
学
科
の
本
間
由
貴
さ
ん

は
「
四
人
と
も
三
年
次
に
保
育
実
習

Ⅰ
、
Ⅱ
を
体
験
済
み
で
、
楽
し
く
や

れ
た
。
リ
ハ
ー
サ
ル
に
も
立
ち
会
え

て
、
番
組
の
仕
組
み
が
分
か
っ
た
の

も
面
白
か
っ
た
」
と
感
想
を
話
し
て

く
れ
た
。
無
事
、収
録
を
終
え
た
翌
日
、

N
H
K
の
担
当
者
か
ら
電
話
が
入
っ

た
。「
本
当
に
素
晴
ら
し
い
学
生
さ
ん

た
ち
で
、
安
心
し
て
任
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
も
何
か
あ
る
時

は
お
願
い
し
ま
す
」
と
お
礼
の
こ
と

ば
が
続
い
た
。
▼
受
話
器
を
置
く
や

い
な
や
目
の
前
が
パ
ッ
と
広
が
っ
た
。

本
学
の
学
生
を
評
価
し
て
く
れ
た
こ
と

へ
の
喜
び
が
こ
み
あ
げ
て
き
た
の
だ
。

ブ
ラ
ウ
ン
管
に
出
る
こ
と
も
な
い
裏
方

の
仕
事
だ
が
、
子
ど
も
た
ち
を
気
持
ち

よ
く
出
演
さ
せ
る
た
め
に
、
心
を
砕
い

た
学
生
た
ち
。
建
学
の
精
神
「
行
学
一

如
」
を
地
で
い
っ
て
い
る
こ
と
の
現
れ

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。（

国
見　

太
郎
）

N
H
K
か
ら
お
礼
の
声

学生支援

献貢際国献貢会社

企 業

行 政家 庭
学 校
地 域

新新規規

新新規規

新新規規

こころのケア
予防ケア

感性研究 減 災

キャリア

子育て

ボランティア

食育

特別支援
教育

先進予防型
健康社会創成クラスター
平成19年度～平成23年度

東北大学・仙台市等との協同事業

現代ＧＰ
「社会力」的視点からの
総合キャリア教育

平成19年度～21年度

現代ＧＰ
地域資源の総合化

による子ども教育の展開

平成19年度～21年度

再チャレンジ
支援推進プラン
小・中学校における
特別支援教育支援員
の養成プログラム

平成19年度～21年度
学生支援ＧＰ

健康の自己管理能力
を養う食育支援

平成19年度～22年度

教育ＧＰ
重度障害者ＩＣＴ

支援コーディネータ育成

平成20年度～22年度

質の高い

戦略的大学連携
支援プログラム

単位互換／危機管理体制整備
平成20年度～平成22年度
１３大学４短期大学連携

戦略的研究基盤形成
支援事業

ヘルス・システムの変容と
ヘルス・リテラシー
に関する研究

平成21年度～平成23年度

支援事業
戦略的研究基盤形成

児童青年期精神障害
および高齢者関連疾患における
先進的個別化予防ケアシステムの

構築に関する研究
平成20年度～平成24年度

戦略的大学連携
支援プログラム

防災・減災・ボランティアを中心
とした社会貢献教育の展開
平成21年度～平成23年度
工学院・神戸学院との連携

大学教育・学生支援
推進事業

求人情報提供のＩＣＴ化による
アウトリーチ型

就職支援教育の展開
平成21年度～23年度

学生支援

平成21年度に採択された文部科学省の
教育改革の事業等を含む本学の取組
平成21年度に採択された文部科学省の
教育改革の事業等を含む本学の取組
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東
北
福
祉
大
学
は
一
八
七
五
年
（
明
治
八
年
）
に
曹
洞
宗
専
門
学
支
校
と
し
て
誕

生
し
た
。
幾
多
の
変
遷
を
重
ね
一
九
五
八
年（
昭
和
三
十
三
年
）に
短
期
大
学
に
な
り
、

六
二
年
（
同
三
十
七
年
）
に
四
年
制
大
学
に
昇
格
、
社
会
福
祉
学
部
社
会
福
祉
学
科

を
設
け
た
。
短
大
時
代
か
ら
数
え
、
卒
業
生
の
数
は
三
万
人
を
超
え
て
い
る
。
さ
て
、

大
学
の
時
々
を
振
り
返
る
シ
リ
ー
ズ
は
18
回
目
。
今
回
は
十
月
か
ら
米
国
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
（
N
Y
）
で
特
別
展
を
開
催
す
る
芹
沢
銈
介
美
術
工
芸
館
に
ち
な
み
、
銈
介

氏
の
ご
長
男
・
長
介
氏
が
本
学
教
授
に
就
任
し
た
一
九
八
四
年
（
昭
五
十
九
年
）
を

取
り
上
げ
る
。
こ
の
年
は
人
間
国
宝
の
銈
介
氏
が
八
十
八
年
に
わ
た
る
生
涯
の
幕
を

閉
じ
ら
れ
る
と
い
う
ゆ
か
り
の
年
で
も
あ
っ
た
。

開
館
20
周
年
記
念

　

芹
沢
銈
介
美
術
工
芸
館
が
開
館
二
十

周
年
を
迎
え
た
今
年
、
七
度
目
の
海
外

特
別
展
が
国
際
都
市
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
六

年
三
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
芹
沢
長
介
氏

が
こ
の
日
の
来
る
の
を
ど
れ
ほ
ど
楽
し

み
に
し
て
い
た
か
は
想
像
に
難
く
な

い
。

　

と
い
う
の
も
Ｎ
Ｙ
開
催
の
橋
渡
し
役

を
務
め
る
の
が
〇
一
年
に
開
か
れ
た
英

国
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
王
立
博
物
館
の
展
覧

会
で
お
世
話
に
な
っ
た
J
・
ア
ー
ル
氏
。

現
在
「 Jap

an
 S

ociety
 G

allery

」

の
館
長
を
さ
れ
て
お
り
、
打
ち
合
わ
せ

の
た
め
三
度
も
来
仙
す
る
な
ど
、
全
面

的
に
協
力
し
て
く
れ
て
い
る
。

　

長
介
氏
は
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
展
の
感
想

を
本
学
の
濱
田
淑
子
教
授
に
「
照
明
が

素
晴
ら
し
い
。
日
本
と
は
ま
た
違
い
、

新
鮮
に
見
え
た
」
と
語
っ
て
い
る
。
父

親
に
対
す
る
尊
敬
の
念
が
強
い
長
介
氏

に
と
っ
て
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
展
の
成
功

は
こ
と
の
ほ
か
う
れ
し
か
っ
た
。
そ
れ

だ
け
に
尽
力
を
い
た
だ
い
た
ア
ー
ル
氏

と
の
再
会
を
さ
ぞ
か
し
心
待
ち
し
て
い

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

昭和 59 年

（1984 年）

当　時

初
代
館
長
・
芹
沢
長
介
氏
が

本
学
教
授
に
就
任

世
界
的
な
考
古
学
者

　

長
介
氏
は
一
九
六
三
年
に
東
北
大
文

学
部
助
教
授
に
就
任
。
七
一
年
か
ら

八
三
年
ま
で
教
授
を
務
め
た
。
世
界
的

な
考
古
学
者
で
、
七
九
年
米
国
ミ
シ
ガ

ン
大
学
で
開
か
れ
た
国
際
考
古
学
学
会

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
座
長
を
、カ
ナ
ダ
・

ト
レ
ン
ト
大
学
で
は
講
義
を
行
う
な
ど

国
際
的
に
も
活
躍
。
八
九
年
か
ら
亡
く

な
る
二
〇
〇
六
年
ま
で
美
術
工
芸
館
の

初
代
館
長
を
務
め
た
。
ま
た
、
国
内
で

は
縄
文
時
代
が
今
か
ら
三
千
年
前
で
は

な
く
一
万
二
千
年
前
で
あ
る
こ
と
を
提

唱
し
、
そ
れ
が
今
や
通
説
と
な
り
、
教

科
書
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

長
介
氏
が
海
外
の
人
々
と
の
交
流

を
好
む
よ
う
に
な
っ
た
の
も
父
親
の

影
響
が
大
き
い
。
父
・
銈
介
氏
は
戦

後
ま
も
な
く
、
東
京
・
蒲
田
の
工
房

で
進
駐
軍
の
ご
婦
人
ら
を
対
象
に
染

色
指
導
を
行
っ
て
い
た
。
な
か
に
は

弟
子
入
り
を
し
て
、
毎
週
通
っ
て
く

る
外
国
人
も
い
た
と
い
う
。
そ
ん
な

父
親
の
姿
を
見
て
、
自
身
も
外
国
へ

の
思
い
を
募
ら
せ
て
い
た
の
は
間
違

い
な
い
。

　

エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
展
で
は
芹
沢
銈
介
作

品
の
図
録
が
完
売
す
る
ほ
ど
好
評
だ
っ

た
。
今
回
の
Ｎ
Ｙ
展
で
は
ア
イ
ビ
ー

リ
ー
グ
所
属
の
エ
ー
ル
大
が
出
版
か
ら

販
売
ま
で
一
手
に
引
き
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。
費
用
は
す
べ
て
エ
ー
ル
大
持

ち
と
い
う
ほ
ど
の
思
い
入
れ
で
、
芹
沢

父
親
の
銈
介
氏
が
逝
く

　

長
介
氏
が
本
学
の
教
授
に
就
任
し

た
一
九
八
四
年
は
、
父
親
の
銈
介
氏

が
四
月
に
死
去
す
る
と
い
う
皮
肉
な

巡
り
合
わ
せ
。
こ
れ
を
運
命
の
い
た

ず
ら
と
言
わ
ず
し
て
な
ん
と
言
お
う

か
。
今
回
は
Ｎ
Ｙ
特
別
展
に
か
ら
め

芹
沢
父
子
を
中
心
に
書
い
た
が
、
本

学
に
と
っ
て
も
誠
に
悲
喜
こ
も
ご
も

な
年
で
あ
っ
た
。

ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

　

Ｎ
Ｙ
特
別
展
は
十
月
九
日
か
ら
来
年

一
月
十
七
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
。
芹
沢

銈
介
の
代
表
作
で
あ
る
着
物
、
帯
地
、

の
れ
ん
、
壁
掛
、
屏
風
な
ど
１
２
４
点

が
展
示
さ
れ
る
。

　

美
術
工
芸
館
で
は
十
月
七
日
の
特
別

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
合

わ
せ
て
同
六
日
か
ら
十
二
日
ま
で
、
六

泊
七
日
の
日
程
で
ツ
ア
ー
参
加
者
を
募

集
し
て
い
る
。

　

費
用
は
一
人
三
十
一
万
円
。
募
集
人

数
は
二
十
人（
最
少
催
行
人
員
は
四
人
）

で
、
締
め
切
り
は
八
月
三
十
一
日
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
芹
沢
銈
介
美
術
工

芸
館
＝
T
E
L
０
２
２
─
７
１
７
─

３
３
１
８
、
濱
田
か
本
田
ま
で
、
ど
う

ぞ
。

　

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
展
で
記
者
（
左
）
の

質
問
に
答
え
る
芹
沢
長
介
氏
（
中
央
）

右
端
は
J
・
ア
ー
ル
氏

作
品
が
い
か
に
世
界
で
認
知
さ
れ
て
い

る
か
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

依
然
、
経
済
の
好
転
す
る
兆
し
が
見

え
な
い
中
、
困
窮
す
る
学
生
の
数
が
日
増

し
に
増
え
て
い
る
。
今
春
に
は
政
府
が
景

気
刺
激
策
と
し
て
定
額
給
付
金
の
支
給

を
始
め
た
が
、
本
当
に
困
っ
て
い
る
人
へ

の
支
援
か
ど
う
か
は
疑
問
が
残
る
。

　

為
政
を
嘆
い
て
ば
か
り
も
い
ら
れ
な

い
。
本
学
で
は
就
学
困
難
な
学
生
支
援

の
た
め
に
、
交
付
さ
れ
る
定
額
給
付
金

の
寄
付
を
教
職
員
に
呼
び
か
け
た
。
七

月
二
十
四
日
現
在
、
約
六
十
人
（
団
体

等
含
む
）
か
ら
約
一
千
三
百
万
円
の
寄

付
が
集
ま
っ
た
。

　

昨
年
の
暮
れ
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
現
役

プ
ロ
野
球
選
手
を
は
じ
め
卒
業
生
や
有

志
の
方
の
分
（
約
一
千
万
円
）
と
合
わ

せ
、
奨
学
金
に
充
て
る
な
ど
基
金
の
積

み
立
て
に
役
立
て
る
。

　

同
窓
会
員
の
皆
さ
ん
に
も
趣
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
賜
れ
た
な

ら
幸
い
で
す
。
詳
細
は
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
中
。
問
い
合
わ
せ
は
財

務
部
＝
T
E
L
０
２
２
─
７
１
７
─

３
３
１
３
ま
で
、
ど
う
ぞ
。

奨
学
金
基
金
へ
の
ご
協
力
を

東
北
福
祉
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://w

w
w

.tfu.a
c.jp

　
平
成
22
年
度
　

入
試
情
報 

　

問
い
合
わ
せ
　
入
試
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　

０
２
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７-

３
３
１
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
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７-
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３
２

学
部
・
学
科
専
攻
お
よ
び
募
集
定
員

学部 学科・専攻 募集定員
特別選抜 一般選抜

AO 入試 推薦
A 方式

推薦
B 方式 小計 A 日程 B 日程 C 日程 小計学部統一 学部分割 学部分割 学部統一 学部分割

総
合
福
祉
学
部

社会福祉学科 300 名 30 名 15 名 81 名 126 名 47 名 67 名 45 名 8 名 7 名 174 名
社会教育学科 100 名 10 名 5 名 27 名 42 名 15 名 21 名 15 名 4 名 3 名 58 名
福祉心理学科 120 名 12 名 6 名 32 名 50 名 18 名 26 名 18 名 4 名 4 名 70 名

総
合
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
部

産業福祉
マネジメント学科 100 名 10 名 5 名 27 名 42 名 15 名 21 名 15 名 4 名 3 名 58 名

情報福祉
マネジメント学科 100 名 10 名 5 名 27 名 42 名 15 名 21 名 15 名 4 名 3 名 58 名

子
ど
も

科
学
部

子ども教育学科 150 名 10 名 5 名 25 名 40 名 34 名 44 名 23 名 5 名 4 名 110 名

健
康
科
学
部

保健看護学科 70 名 3 名 3 名 15 名 21 名 13 名 20 名 11 名 3 名 2 名 49 名

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
科　

作業療法
学専攻 40 名 2 名 2 名 8 名 12 名 8 名 11 名 5 名 2 名 2 名 28 名

理学療法
学専攻 40 名 2 名 2 名 8 名 12 名 8 名 11 名 5 名 2 名 2 名 28 名

医療経営管理学科 80 名 8 名 4 名 22 名 34 名 10 名 16 名 12 名 4 名 4 名 46 名
合計 1,100 名 97 名 52 名 272 名 421 名 183 名 258 名 164 名 40 名 34 名 679 名

※「専門課程推薦入試」、「子弟等推薦入試」、および「帰国生徒」、「社会人」、「外国人留学生」入試は、「推薦 A 方式」の募集定員に含むものとします。

特別選抜　AO 入試

区分 出願期間［必着］
選考日

通知発送日子ども科学部 
健康科学部

総合福祉学部
総合マネジメント学部

第一次選考
I 期  8 月 10 日（月）～ 17 日（月）  8 月 21 日（金）  8 月 22 日（土）  8 月 28 日（金）
II 期  9 月 11 日（金）～ 18 日（金）  9 月 26 日（土）  9 月 27 日（日） 10 月 2 日（金）
III 期 10 月 13 日（火）～ 19 日（月） 10 月 24 日（土） 10 月 25 日（日） 10 月 30 日（金）

区分
選考日

通知発送日 手続期限日
子ども科学部・健康科学部 総合福祉学部

総合マネジメント学部

第二次選考
I 期  9 月 19 日（土）  9 月 19 日（土）・  9 月 20 日（日）  9 月 25 日（金）

平成 21 年
12 月 22 日（火）II 期 10 月 17 日（土） 10 月 17 日（土）・10 月 18 日（日） 10 月 23 日（金）

III 期 11 月 14 日（土） 11 月 14 日（土）・11 月 15 日（日） 11 月 20 日（金）

推薦 A 方式〔専門課程推薦入試・子弟等推薦入試・帰国生徒・社会人・外国人留学生〕
●出願期間 / 平成 21 年 10 月 26 日（月）～ 11 月 4 日（水 ）［必着］

学部 学科・専攻 選考日 試験会場 通知発送日 手続期限日

総合福祉学部
社会福祉学科

平成 21 年
11 月 7 日（土）

仙台
（本学国見キャンパス）

集　合 10：30　　
小論文 11：00 ～
面　接 13：00 ～

平成 21 年
11 月 13 日（金）

平成 21 年
11 月 27 日（金）

社会教育学科
福祉心理学科

総合マネジメント学部
産業福祉マネジメント学科
情報福祉マネジメント学科

子ども科学部 子ども教育学科

健康科学部

保健看護学科

リハビリテーション学科
作業療法学専攻
理学療法学専攻

医療経営管理学科

推薦 B 方式〔公募制推薦入試〕　●出願期間 / 平成 21 年 11 月 2 日（月）～ 11 月 18 日（水）［必着］

学部 学科・専攻 選考日 試験会場 通知発送日 手続期限日
子ども科学部 子ども教育学科 平成 21 年

11 月 25 日（水）
仙台

（本学国見
キャンパス）

集　合 10：30　　
小論文 11：00 ～
面　接 13：00 ～

平成 21 年
12 月 9 日（水）

平成 21 年
12 月 22 日（火）

健康科学部 保健看護学科
総合福祉学部 社会教育学科 平成 21 年

11 月 26 日（木）健康科学部 リハビリテーション学科 理学療法学専攻
総合福祉学部 社会福祉学科 平成 21 年

11 月 27 日（金）健康科学部 リハビリテーション学科 作業療法学専攻
総合福祉学部 福祉心理学科 平成 21 年

11 月 28 日（土）総合マネジメント学部 情報福祉マネジメント学科
総合マネジメント学部 産業福祉マネジメント学科 平成 21 年

11 月 29 日（日）健康科学部 医療経営管理学科

一般選抜　A 日程試験［学部統一］　●出願期間 / 平成 21 年 12 月 21 日（月）～平成 22 年 1 月 22 日（金） ［必着］
学部 学科・専攻 試験日 試験会場 合格発表日 手続期限日

総合福祉学部
社会福祉学科

平成 22 年
 1 月 29 日（金）

仙台（本学国見
キャンパス）

札幌、青森、盛岡、
秋田、山形、郡山、
水戸、東京、新潟　

平成 22 年 
2 月 8 日（月）

平成 22 年 
2 月 19 日（金）

社会教育学科
福祉心理学科

総合マネジメント学部 産業福祉マネジメント学科
情報福祉マネジメント学科

子ども科学部 子ども教育学科

健康科学部

保健看護学科
リハビリテーション学科

作業療法学専攻
理学療法学専攻

医療経営管理学科

A 日程試験［学部分割］　●出願期間 / 平成 21 年 12 月 21 日（月）～平成 22 年 1 月 22 日（金）［必着］
学部 学科・専攻 試験日 試験会場 合格発表日 手続期限日

総合福祉学部 社会福祉学科 平成 22 年
 1 月 30 日（土）

仙台
（本学国見
キャンパス）

札幌、青森、盛岡、
秋田、山形、郡山、
水戸、東京、新潟　

平成 22 年
2 月 8 日（月）

平成 22 年
2 月 19 日（金）

総合マネジメント学部 情報福祉マネジメント学科
健康科学部 保健看護学科

総合マネジメント学部 産業福祉マネジメント学科
平成 22 年

 1 月 31 日（日）

子ども科学部 子ども教育学科

健康科学部
リハビリテーション学科

作業療法学専攻
医療経営管理学科

総合福祉学部 社会教育学科
平成 22 年 

2 月 1 日（月）
福祉心理学科

健康科学部 リハビリテーション学科
理学療法学専攻

B 日程試験［学部分割］　●出願期間 / 平成 22 年 2 月 2 日（火）～平成 22 年 2 月 12 日（金）［必着］
学部 学科・専攻 試験日 試験会場 合格発表日 手続期限日

総合福祉学部 福祉心理学科 平成 22 年
 2 月 19 日（金）

仙台
（本学国見
キャンパス）

札幌、青森、盛岡、
秋田、山形、郡山、
水戸、東京、新潟

平成 22 年
 3 月 1 日（月）

平成 22 年
 3 月 11 日（木）

健康科学部 医療経営管理学科
総合福祉学部 社会教育学科

平成 22 年
 2 月 20 日（土）

総合マネジメント学部 情報福祉マネジメント学科

健康科学部 リハビリテーション学科
理学療法学専攻

子ども科学部 子ども教育学科 平成 22 年 
2 月 21 日（日）総合マネジメント学部 産業福祉マネジメント学科

総合福祉学部 社会福祉学科
平成 22 年

 2 月 22 日（月）健康科学部
保健看護学科

リハビリテーション学科
作業療法学専攻

C 日程試験［学部統一］　●出願期間 / 平成 22 年 2 月 23 日（火）～ 3 月 8 日（月）［必着］
学部 学科・専攻 試験日 試験会場 合格発表日 手続期限日

総合福祉学部
社会福祉学科

平成 22 年 
3 月 13 日（土）

仙台
（本学国見
キャンパス）

東京

平成 22 年
3 月 19 日（金）

平成 22 年 
3 月 26 日（金）

社会教育学科
福祉心理学科

総合マネジメント学部 産業福祉マネジメント学科
情報福祉マネジメント学科

子ども科学部 子ども教育学科

健康科学部

保健看護学科
リハビリテーション学科

作業療法学専攻
理学療法学専攻

医療経営管理学科

C 日程試験［学部分割］　●出願期間 / 平成 22 年 2 月 23 日（火）～ 3 月 8 日（月）［必着］
学部 学科・専攻 試験日 試験会場 合格発表日 手続期限日

総合福祉学部
社会福祉学科

平成 22 年
 3 月 14 日（日）

仙台
（本学国見
キャンパス）

東京

平成 22 年 
3 月 19 日（金）

平成 22 年 
3 月 26 日（金）

社会教育学科
福祉心理学科

総合マネジメント学部 産業福祉マネジメント学科
情報福祉マネジメント学科

子ども科学部 子ども教育学科

健康科学部

保健看護学科
リハビリテーション学科

作業療法学専攻
理学療法学専攻

医療経営管理学科
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が
、
三
年
次
に
甲
状
腺
を
患
い
入
院
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し
、
佐
藤
先

生
や
仲
間
の
励
ま
し
で
チ
ー
ム
に
残
り
、

四
年
次
に
は
悲
願
の
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

　

挫
折
を
経
験
し
た
こ
と
で
人
一
倍
、
夢

を
追
い
求
め
る
気
持
ち
が
強
ま
っ
た
。
待

望
の
デ
ビ
ュ
ー
シ
ン
グ
ル
に
「
歌
を
通
じ

て
多
く
の
人
に
出
会
い
た
い
。
そ
し
て
、

日
本
語
の
美
し
さ
を
伝
え
た
い
」
と
抱
負

は
あ
ふ
れ
る
ば
か
り
だ
。
シ
ン
グ
ル
は
定

価
千
五
十
円
。
問
い
合
わ
せ
は
＝
大
道
舎

　

相
模
原
オ
フ
ィ
ス
＝
T
E
L
０
４
２
─

７
５
０
─
０
４
２
３
へ
。

人
　
物
　
登
　
場

東北福祉大学　芹沢銈介美術工芸館　展示予定
年 2009 年 2010 年
月 4 月 8 日（水）～ 6 月 22 日（月） 7 月 1 日（水）～ 8 月 31 日（月） 10 月 10 日（土）～ 12 月 20 日（日） 1 月 9 日（土）～ 3 月 20 日（土）
展
示
内
容

〈特別展〉芹沢銈介コレクション　日本の絵画
〈企画展〉芹沢銈介の屏風（Ⅰ期）　　　　　　

〈企画展〉芹沢銈介の屏風絵（Ⅱ期） 〈特別展〉芹沢銈介コレクション
　　　　 絨毯 ―じゅうたん ―（Ⅰ期）

〈特別展〉芹沢銈介コレクション
　　　　 絨毯 ―じゅうたん ―（Ⅱ期）

　

芹
沢
銈
介
美
術
工
芸
館
は
開

館
二
十
周
年
を
記
念
し
た
特
別

展
「
芹
沢
銈
介
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

日
本
の
絵
画
」
を
四
月
八
日
か

ら
六
月
二
十
三
日
ま
で
開
催
し

た
。
同
工
芸
館
は
一
九
八
九
年

（
平
成
元
）
に
学
生
の
感
性
を

育
む
教
育
施
設
と
し
て
開
館
し

た
が
、
以
来
今
日
ま
で
学
外
に

も
根
強
い
フ
ァ
ン
を
持
ち
、
多
く
の
方
々

の
支
持
を
受
け
て
き
た
。

　

特
別
展
は
開
館
二
十
周
年
を
飾
る
に

ふ
さ
わ
し
く
静
岡
市
立
芹
沢
銈
介
美
術

館
か
ら
も
全
面
的
協
力
を
得
て
、
絵
馬

や
泥
絵
、
ガ
ラ
ス
絵
、
大
津
絵
、
仏
画
、

屏
風
絵
な
ど
１
４
０
点
を
展
示
。
近
世

の
絵
画
、
民
衆
の
絵
画
、
祈
り
の
絵
画

の
三
つ
の
コ
ー
ナ
ー
は
来
館
者
の
注
目

を
引
い
た
。
展
示
以
外
に
も
五
月
十
六

日
に
文
化
史
家
の
濱
田
直
嗣
氏
が
「
中

尊
寺
参
詣
曼
荼
羅
」
と
題
し
講
演
。
型

絵
染
講
習
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

多
彩
な
内
容
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
期
間
中
の
五
月
三
日
か
ら
十
三

日
ま
で
は
芹
沢
銈
介
生
誕
祭
が
行
わ
れ
、

複
数
の
学
生
サ
ー
ク
ル
が
協
力
。
同
九

日
に
は
茶
道
部
さ
く
ら
会
と
邦
楽
研
究

会
が
合
同
で
「
お
茶
会
＆
琴
演
奏
会
」

を
開
き
、
五
階
ロ
ビ
ー
に
は
琴
の
調
べ

と
新
茶
の
香
り
が
漂
っ
た
。

　

お
茶
は
お
点
前
が
約
十
五
分
、
参
加

者
が
イ
ス
に
座
る
「
立
礼
（
り
ゅ
う
れ

い
）」
方
式
が
と
ら
れ
、
淹
（
い
）
れ
た

て
の
お
茶
と
和
菓
子
が
振
る
舞
わ
れ
た
。

茶
道
部
代
表
の
柴
田
哲
平
君
（
看
護
三

年
）
は
「
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
気
軽

に
お
茶
に
親
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
」
と

に
こ
や
か
に
応
対
し
て
い
た
。

　

そ
の
ほ
か
吹
奏
楽
部
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

ギ
タ
ー
部
が
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
、

特
別
展
で
目
を
養
っ
た
人
々
に
、
こ
ち

ら
は
耳
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
。

開館 20 周年記念特別展

同
　
窓
　
会
　
便
　
り
　
①

開館時間　10：00 ～ 16：30（入館は 16：00 まで）
休 館 日　展示替え期間、入試期間
入 館 料　一般 300 円、学生 200 円（高校生以下、本学学生・教職員は無料）

〒 981-8522　仙台市青葉区国見 1 丁目 8 番 1 号
東北福祉大学 2 号館内　TEL  022-717-3318

FAX  022-717-3324

「日本の絵画」展に訪れた見学者

野
田
　
譲
さ
ん

　

仙
台
市
市
議
会
の
第
五
十
一
代
議
長
に

六
月
九
日
、
本
学
社
会
福
祉
学
科
を
昭
和

五
十
八
年
度
に
卒
業
し
た
野
田
譲
氏
が
就
任

し
た
。
平
成
十
一
年
の
仙
台
市
議
会
議
員
選

挙
で
初
当
選
以
来
、連
続
四
期
務
め
て
い
る
。

同
二
十
三
日
、
本
学
に
挨
拶
に
訪
れ
、
萩
野

浩
基
学
長
、大
竹
榮
総
務
局
長
に
報
告
し
た
。

　

野
田
氏
は
在
学
中
、
硬
式
野
球
部
の
主
将

を
務
め
、
仙
台
六
大
学
野
球
リ
ー
グ
で
三
年

秋
か
ら
三
季
連
続
、
遊
撃
手
部
門
の
ベ
ス
ト

ナ
イ
ン
に
輝
い
た
。
ス
ポ
ー
ツ
で
培
っ
た
持

ち
前
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
で
、
市
議
会
を
運
営

す
る
手
腕
に
期
待
が
集
ま
る
。
任
期
は
二
年
。

池
田
　
勇
太
さ
ん

　

平
成
十
九
年
度
に
卒
業
し
た
プ
ロ
ゴ
ル

フ
ァ
ー
、
池
田
勇
太
さ
ん
が
ツ
ア
ー
初
優

勝
を
国
内
メ
ジ
ャ
ー
大
会
の
第
七
十
七

回
日
本
プ
ロ
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
で
成
し

遂
げ
た
。
六
月
十
四
日
の
最
終
日
、
北
海

道
恵
庭
市
の
恵
庭
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

（
７
１
３
４
ヤ
ー
ド
、
パ
ー
70
）
で
、
２
位

に
７
打
差
の
通
算
14
ア
ン
ダ
ー
、
２
６
６

で
完
全
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

池
田
プ
ロ
は
優
勝
の
副
賞
で
い
た
だ
い
た

お
米
三
百
キ
ロ
を
同
十
六
日
、
本
学
に
凱
旋

報
告
に
訪
れ
た
際
に
、
仙
台
市
内
の
児
童
養

護
施
設
に
贈
呈
の
目
録
を
手
渡
し
た
。

R
U
U
さ
ん

　

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
日
本
一
メ
ン

バ
ー
の
R
U
U
（
る
ぅ
）
さ
ん
こ
と
鈴
木

る
み
さ
ん
が
五
月
二
十
七
日
、
コ
ロ
ム
ビ

ア
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
か
ら
待
望
の
デ
ビ
ュ
ー
シ
ン
グ
ル
盤

を
発
売
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「
想
い
を
〜

て
る
て
姫
も
の
が
た
り
〜
」
で
、
カ
ッ
プ

リ
ン
グ
曲
は
「
温
か
い
か
ら
」。

　

平
成
八
年
度
、
社
会
福
祉
学
科
卒
。

佐
藤
伊
知
子
先
生
に
憧
れ
て
入
学
し
た

本
間
　
衛
さ
ん

　

大
学
を
卒
業
後
（
昭
46
年
度
）、
県

社
会
福
祉
事
業
団
に
勤
務
し
た
本
間
さ

ん
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
生
活
指

導
員
を
振
り
出
し
に
、
身
障
施
設
等
に

関
わ
っ
た
が
、
大
規
模
の
集
団
化
し
た

援
助
の
あ

り
方
に
疑

問
を
感
じ

た
。
や
が

て
、
利
用

者
本
位
の

小
規
模
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
る
た

め
に
、
五
十
五
歳
で
仕
事
を
辞
め
る
こ

と
を
決
断
し
た
。

　

そ
の
年
に
株
式
会
社
を
設
立
し
、
朝

日
町
に
平
成
十
九
年
四
月
、
定
員
十
名

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し

た
。
職
員
は
正
規
職
員
五
名
を
三
月
か

ら
採
用
し
、
利
用
者
本
位
を
理
念
に
研

懇
親
会
を
行
う
。

連
絡
先
：
三
林
け
い
子

　

T
E
L
：
０
８
０
─
５
６
４
８
─
４
４
８
３

　

F
A
X
：
０
２
５
─
２
２
４
─
０
９
０
２

　

釧
根
地
区
同
窓
会

日
時
：
十
月
頃

会
場
：
検
討
中

　

社
会
事
業
科
学
研
究
部
Ｏ
Ｂ
会

　

社
会
事
業
科
学
研
究
部
（
社
研
部
）

の
Ｏ
Ｂ
会
は
平
成
十
九
年
に
山
形
県
と

岩
手
県
で
開
催
さ
れ
た
が
、
今
回
は
二

年
ぶ
り
に
沖
縄
県
で
の
開
催
を
計
画
し

て
い
る
。
社
研
部
に
籍
を
置
い
た
方
々

は
お
互
い
に
連
絡
を
取
り
合
い
、
沖
縄

県
に
集
い
、
久
し
ぶ
り
に
在
仙
の
思
い

出
を
語
り
旧
交
を
温
め
ま
し
ょ
う
。

日
時
：
十
一
月
二
十
一
日
（
土
）　　

　
　
　

十
八
時
三
十
分
か
ら
＝
交
流
会

　
　
　

二
十
二
日
観
光
を
予
定　
　
　

会
場
：
調
整
中

連
絡
先
：
山
内
盛
幸
（
43
年
度
卒
）

携
帯
：
０
９
０
─
７
１
６
１
─
７
９
１
８

    

〒
９
０
４
─
０
０
３
４

　
　

沖
縄
市
山
内
2
─
36
─
15

　

 

T
E
L
・
F
A
X
：
０
９
８
─
９
３
３
─
１
１
５
５

＊
Ｏ
Ｂ
会
の
開
催
通
知
は
八
月
に
行
う

　

栃
木
県
同
窓
会

日
時
：
十
一
月
二
十
九
日
（
日
）　　

　
　
　

十
五
時
か
ら　
　

会
場
：
宇
都
宮
市
内
コ
ン
セ
ー
レ　

《
平
成
二
十
一
年
度
総
会
》

　

新
潟
県
同
窓
会

日
時
：
九
月
十
二
日
（
土
）　　
　
　

　
　
　

十
三
時
三
十
分
か
ら

会
場
：
新
潟
市　

西
新
潟
市
民
会
館　

公
開
講
座

　
　

講
師
：
岡
村
佐
久
一
さ
ん

（
交
通
事
故
に
遭
い
重
度
障
が
い
者
と

な
っ
た
。
現
在
口
に
筆
を
く
わ
え
、
絵

画
の
作
品
づ
く
り
に
励
ん
で
い
る
）

　

参
加
費
無
料
。
同
窓
生
は
多
く
の
市
民
が

参
加
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

総
会
は
公
開
講
座
終
了
後
、
夜
に
は

修
を
行
い
、
初
日
に
四
名
を
受
け
入
れ

た
時
の
感
激
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
と
語
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
年
度
は
利
用
率
が
平
均

五
十
％
以
下
で
あ
り
、
収
入
が
少
な
く
厳

し
い
経
営
状
況
が
続
い
た
。
よ
う
や
く
二

年
目
の
九
月
に
、
定
員
一
杯
の
利
用
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
、
ひ
と
ま
ず
安
堵
。

三
年
目
に
入
り
な
ん
と
か
安
定
し
た
経

営
の
め
ど
が
つ
き
、
事
業
所
の
運
営
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
ま
で

な
ん
と
か
こ
ぎ
つ
け
ら
れ
た
の
も
、
逆
境

時
に
同
窓
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
励
ま
し

が
あ
っ
た
か
ら
と
感
謝
し
て
い
る
。

　

記
事
提
供
は
、
山
形
県
同
窓
会
長
の

佐
藤
正
知
さ
ん
。

い
だ
き
し
ん
さ
ん

　

今
年
五
月
、
六
月
と
東
京
オ
ペ
ラ

シ
テ
ィ
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
た
「
い

だ
き
し
ん
」
さ
ん
（
本
名
：
斎
藤
忠

光
・
昭
44
卒
）。
コ
ン
サ
ー
ト
は
現
在

ま
で
に
五
〇
八
回
を
開
催
、
人
間
共

通
の
根
本
的
な
問
題
を
解
決
す
る
「
い

だ
き
講
座
」
は
約
三
万
人
が
受
講
。

平
成
五
年
か
ら
米
国
オ
レ
ゴ
ン
州
の

ア
ー
レ
ン
・
シ
ュ
ニ
ッ
ツ
ァ
ー
ホ
ー

ル
、
ス
ペ
イ
ン
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・

コ
ン
ポ
ス
テ
ラ
大
聖
堂
な
ど
世
界
19

カ
国
で
公
演
を
行
っ
て
い
る
。
問
い

開
催
予
告

駒
大
宮
城
県
同
窓
会
と

本
学
同
窓
会
が
共
催

体

育

会

各

部

の

成

績

合
わ
せ
は
N
P
O
高
麗
＝
T
E
L

０
３
─
３
５
０
５
─
８
８
４
１
。

　

陸
上
競
技
部

日
本
学
生
個
人
選
手
権
（
６
月
14
日
、

神
奈
川
県
平
塚
競
技
場
）

　

▽
男
子
三
千
㍍
障
害 

冠
木
雅
守　

　
　

８
分
58
秒 

79　

１
位
＝
大
会
新

　

▽
同
四
百
㍍
障
害 

佐
々
木
秀

　
　

50
秒
94　

１
位

　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

東
北
学
生
春
季
リ
ー
グ
（
５
月
20
～
23

日
、
花
巻
市
総
合
体
育
館
）

　

▽
男
子　

優
勝
（
４
勝
１
分
）

　

▽
女
子　

２
位
（
２
勝
１
敗
）

※
男
女
と
も
東
日
本
学
生
選
手
権
（
８

月
11
〜
13
日　

札
幌
市
）
に
出
場

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

東
北
学
生
選
手
権
兼
東
北
学
生
春
季

リ
ー
グ
（
５
月
23
～
28
日
、
南
相
馬
市

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

　

▽
男
子　

優
勝
（
３
勝
）

　

▽
女
子　

３
位
（
１
勝
２
敗
）

※
男
子
は
全
日
本
学
生
選
手
権
（
10
月

16
〜
22
日　

大
津
市
）
に
出
場

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

東
日
本
大
学
対
抗
大
会
（
６
月
28
日
、

山
形
市
総
合
S
C
コ
ー
ト
）

　

▽
男
子
準
決
勝

　
　

東
北
福
祉
大　

２
─
３　

日
体
大

　

卓
球
部

東
北
学
生
連
盟
春
季
リ
ー
グ
兼
全
日
本

大
学
対
抗
選
手
権
予
選
（
５
月
23
、
24

日　

塩
釜
市
体
育
館
）

　

▽
男
子　

１
位
（
５
勝
）

　

▽
女
子　

１
位
（
５
勝
）

※
男
女
と
も
全
国
大
会
（
８
月
10
〜

12
日　

京
都
市
体
育
館
）
に
出
場

　

軟
式
野
球
部

第
32
回
全
日
本
大
学
選
手
権
大
会
東
北

地
区
代
表
決
定
戦
（
６
月
８
〜
10
日　

愛
島
球
場
）

　

▽
決
勝

　
　
東
北
福
祉
大　

３
─
０　

東
北
学
院
大

※
本
学
は
全
日
本
大
学
選
手
権
（
８
月

７
〜
11
日　

京
都
市
）
に
出
場

　

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

第
30
回
北
海
道
・
東
北
地
区
大
学
男
女

選
手
権
大
会
兼
第
44
回
全
日
本
選
手
権

大
会
北
海
道
東
北
地
区
予
選
会
（
５
月

23
、
24
日　

山
形
県
白
鷹
町
）

　

▽
決
勝

　
　

東
北
福
祉
大　

19
─
１　

北
翔
大

※
本
学
は
全
日
本
大
学
選
手
権
（
８
月

27
〜
30
日　

宮
崎
市
）
に
出
場

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

東
日
本
大
学
選
手
権
（
６
月
18
～
20
日

　

仙
台
市
宮
城
野
体
育
館
）

　

▽
男
子　

ベ
ス
ト
16

　

▽
女
子　

ベ
ス
ト
８

　

ゴ
ル
フ
部

全
国
大
学
対
抗
戦
（
６
月
18
、
19
日
、

北
海
道
オ
ー
ク
ウ
ッ
ド
G
Ｃ
）

　

▽
男
子　

本
学　

２
位

　

▽
女
子　

本
学　

５
位

　

六
月
十
日
（
水
）
午
後
六
時
半
か
ら
東
北

福
祉
大
学
で
秋
吉
敏
子
、
ル
ー
・
タ
バ
キ
ン
、

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
駒
澤

大
学
宮
城
県
同
窓
会
と
東
北
福
祉
大
学
同
窓

会
が
主
催
し
、
収
益
の
一
部
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
資
金
な
ど
に
充
て
ら
れ
た
。

　

国
際
的
に
活
躍
す
る
米
国
在
住
の

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
秋
吉
敏
子
、
サ
ッ

ク
ス
＆
フ
ル
ー
ト
奏
者
ル
ー
・
タ
バ
キ

ン
夫
妻
に
よ
る
成
熟
し
た
大
人
の
公
演

は
、
今
年
四
十
周
年
を
迎
え
た
夫
妻
の

来
日
記
念
ツ
ア
ー
の
掉
尾
を
飾
る
も
の

で
、
一
昨
年
春
に
続
く
二
回
目
の
開
催
。

　

応
援
を
頂
い
た
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で

コ
ン
サ
ー
ト
は
無
事
終
了
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

合
掌

　

記
事
提
供
は
、
駒
澤
大
学
宮
城
県
同

窓
会
副
会
長
の
大
場
文
隆
さ
ん
（
曹
洞

宗 

太
白
山 

海
蔵
寺
住
職
）。

　

第
四
回
東
北
地
区
大
学
野
球
選
手
権
の
決

勝
戦
が
六
月
二
十
八
日
、
仙
台
市
の
市
民
球

場
で
行
わ
れ
、
本
学
が
四
連
覇
を
飾
っ
た
。

　

▽
準
決
勝

　
　

東
北
福
祉
大　

１
─
０　

富　

士　

大

　

▽
決
勝

　
　

東
北
福
祉
大
（
仙
台
六
大
学
１
位
）

　
　

０
０
０　

０
１
０　

０
６
０　

７

　
　

０
０
０　

０
１
０　

０
０
０　

１

　
　

八
戸
大
（
北
東
北
２
位
）

　

な
お
、
第
五
十
八
回
全
日
本
大
学
野
球
選

手
権
大
会
で
本
学
は
六
月
十
一
日
、
東
京

ド
ー
ム
で
の
２
回
戦
で
、
創
価
大
と
対
戦
。

惜
し
く
も
１
─
３
で
敗
れ
た
。

東
北
地
区
で
四
連
覇

議長就任で母校を訪れる
野田氏（写真中央）

優勝カップを手にする池田プロ熱唱する RUU さん

開設 3 年目を迎えた
ぬくひデイサービスセンター

いだきしんさん

秋吉敏子とルー・
タバキンご夫妻



TFU ALUMNI BULLETIN（第 18 号）　　　　　　　　　　　　　　　平成 21 年 8 月 8 日発行　　　　　（4）

同
　
窓
　
会
　
便
　
り
　
②

総
会
と
催
し
の
報
告

新
潟
県
同
窓
会

富
山
県
同
窓
会
会
長
・
本
田
孝
夫
氏

　

富
山
県
同
窓

会
は
二
〇
〇
五

年
に
結
成
さ

れ
、
七
月
に
は

早
四
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

思
い
起
こ
す
と
私
が
社
会
福
祉
事
務
所

勤
務
を
し
て
い
る
と
き
、
県
内
各
地
の

福
祉
関
係
職
場
で
卒
業
生
が
活
躍
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
が
、
卒
業
生

同
士
の
横
の
繋
が
り
を
持
つ
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
現
在
事
務
局
を
担

当
し
て
い
る
羽
田
さ
ん
か
ら
東
北
六
県

世
代
を
越
え
て
の
交
流

は
も
と
よ
り
、
全
国
に
同
窓
会
が
結
成

さ
れ
、
多
く
の
県
で
設
立
の
機
運
が
高

ま
っ
て
い
る
と
の
話
を
聞
き
、
富
山

県
で
も
設
立
準
備
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
学
校
当
局
の
全
面
的
な
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
う
け
、
数
名
の
卒
業
生
が
集

ま
り
県
内
各
地
の
同
窓
生
に
呼
び
か
け

た
。
そ
し
て
二
〇
〇
五
年
七
月
に
多
数

の
卒
業
生
が
集
い
、
盛
大
に
発
足
し
た
。

　

本
年
は
特
別
事
業
と
し
て
七
月
二
十
五

日
に
学
校
を
訪
問
す
る
こ
と
を
計
画
。
年

を
追
う
ご
と
に
学
校
が
発
展
し
て
い
く
様

子
を
こ
の
目
で
確
認
で
き
る
機
会
を
心
待

ち
に
し
て
い
る
。
現
在
本
県
在
住
の
同
窓

生
は
約
一
六
〇
名
、
う
ち
六
十
六
名
の
方

が
会
員
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。

新
潟
県
同
窓
会
事
務
局
長
・
三
林
け
い

子
氏

　

新
潟
県
同
窓
会
で
は
毎
年
市
民
が
参

加
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
企
画
を
開

催
し
て
い
る
。

　

一
月
十
七
日
、
新
潟
市
東
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
「
め
ざ
せ
☆
ト
キ

め
き
新
潟
大
会
！ 

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
も
う
」
と
題
し
、
サ
ッ
カ
ー
、

フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
、
卓
球
、
ツ
イ
ン

バ
ス
ケ
の
四
種
目
に
取
り
組
ん
だ
。
種

目
ご
と
に
講
師
を
招
き
、
体
育
館
を
四

つ
の
ブ
ー
ス
に
分
け
、
参
加
者
に
い
ろ

い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ

た
。
最
後
は
参
加
者
同
士
の
交
流
を
図

る
た
め
ミ
ニ
運
動
会
を
行
っ
た
。

　

当
日
の
参
加
者
は
一
般
五
十
四
名
、

ス
タ
ッ
フ
四
十
六
名
の
合
計
百
名
。

　

今
年
は
国
体
が
新
潟
県
で
開
催
さ

れ
る
。
九
月
二
十
四
日
か
ら
「
ト
キ

め
き
新
潟
国
体
」、
終
了
後
の
十
月
十

日
か
ら
は
「
ト
キ
め
き
新
潟
大
会
」

（
第
九
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）

が
開
催
さ
れ
る
。
大
会
種
目
か
ら
四
種

目
を
選
ん
で
体
験
学
習
を
行
い
、
大
成

功
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
九
年
前
の
宮
城
国
体
で
初
め
て

障
害
者
の
国
体
が
開
催
さ
れ
た
際
に
尽

力
し
た
の
が
東
北
福
祉
大
の
小
玉
一
彦

教
授
（
新
潟
県
長
岡
市
出
身
）
で
あ
っ
た
。

　

今
年
の
国
体
、
障
害
の
部
新
潟
市
卓

球
選
手
団
に
は
監
督
に
新
潟
県
同
窓
会

の
大
橋
誠
一
相
談
役
（
昭
47
社
福
卒
）、

コ
ー
チ
と
し
て
三
林
け
い
子
事
務
局
長

（
昭
59
社
福
卒
）が
就
任
。両
者
と
も「
健

闘
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
盛
ん
だ
。

栃
木
県
同
窓
会

　

保
育
の
充
実
と
質
の
向
上
を
目
指

し
た
今
回
の
栃
木
県
同
窓
会
は
二
月

二
十
八
日
、
と
ち
ぎ
健
康
福
祉
協
会

会
議
室
で
講
演
会
を
開
催
し
た
。
平
成

二
十
年
に
改
正
・
改
定
の
告
示
が
あ
っ

た
第
三
次
「
保
育
所
保
育
指
針
」
に
沿

い
、
そ
の
内
容
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
し
た
。

　

講
師
に
、
本
学
の
和
田
明
人
准
教
授

を
迎
え
、
テ
ー
マ
「
告
示
化
さ
れ
た

保
育
所
保
育
指
針
と
保
育
の
新
し
い
世

界
」
が
説
明
さ
れ
た
。
保
育
士
や
関
係

職
員
ら
五
十
三
人
が
出
席
し
た
。

　

和
田
准
教
授
は
、
保
育
所
保
育
指
針
・

児
童
福
祉
部
同
窓
会

母 校 　
　 　 訪 問

児
童
福
祉
部
同
窓
会
実
行

委
員
・
南
條
幸
優
氏

　

五
月
二
十
三
日
か
ら
一

泊
二
日
で
、
作
並
温
泉
ホ

テ
ル
・
グ
リ
ー
ン
グ
リ
ー

ン
に
お
い
て
、
短
期
大
学

同
窓
生
か
ら
昭
和
四
十
四

年
の
卒
業
生
が
参
加
し

た
。

　

初
回
は
平
成
十
八
年
に
開
催
。
三

年
後
に
再
会
を
約
束
し
今
回
の
開
催
と

な
っ
た
。
参
加
人
数
は
総
勢
二
十
六
名

で
遠
く
は
大
分
市
か
ら
、
ま
た
神
奈
川

県
、
千
葉
県
、
埼
玉
県
、
栃
木
県
か
ら

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、
せ
ん
だ
ん
ホ

ス
ピ
タ
ル
等
を
見
学
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
初
参
加
者
か
ら
の
近
況

報
告
や
仕
事
の
活
動
様
子
、
交
流
報
告

が
行
わ
れ
た
。
今
回
の
特
徴
は
山
形
市

の
高
橋
幹
則
さ
ん
（
昭
和
58
年
卒
）
が

駆
け
つ
け
、
児
童
福
祉
部
の
当
時
の
活

動
記
録
や
機
関
紙
の
資
料
、
横
断
幕
、

部
室
看
板
な
ど
を
受
け
付
け
に
展
示

し
、
在
学
中
の
活
動
の
思
い
出
を
語
り

合
え
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
高
橋
さ

ん
の
ご
協
力
に
深
く
感
謝
し
て
い
る
。

　

な
お
、
次
回
は
盛
岡
市
で
開
催
と
な

り
、
実
行
委
員
は
岩
手
県
の
方
々
が
担

当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

北
は
秋
田
県
な
ど
か
ら
駆
け
つ
け
た
。

　

児
童
福
祉
部
同
窓
生
の
会
の
継
続

は
今
回
、
特
に
テ
ー
マ
を
掲
げ
な
か
っ

た
が
、
当
時
の
活
動
を
通
じ
て
思
い

出
を
語
り
交
流
を
深
め
る
こ
と
と
、

大
学
の
発
展
の
様
子
を
知
る
こ
と
を

主
眼
に
置
い
た
。
情
報
交
換
を
通
じ

て
温
故
知
新
の
場
に
も
な
っ
た
。
希

望
者
は
芹
沢
銈
介
美
術
工
芸
館
を
見

学
し
学
芸
員
の
説
明
を
聞
い
た
。
そ

の
後
、
感
性
福
祉
研
究
所
、
ス
テ
ー

　

群
馬
県
安
中
市
役
所
の
福
祉
課
で

主
任
を
務
め
る
矢
野
勤
氏
（
平
７
社

福
卒
）
が
七
月
一
日
、
同
市
の
民
生

委
員
児
童
委
員
約
百
三
十
人
を
引
率

し
て
母
校
を
訪
問
し
た
。
一
行
に
は

同
市
の
岡
田
義
弘
市
長
や
社
会
福
祉

協
議
会
会
長
も
含
ま
れ
、
音
楽
堂
や

美
術
工
芸
館
、
せ
ん
だ
ん
の
杜
と
里

を
視
察
し
た
。
大
勢
の
参
加
者
を
前

に
矢
野
氏
は
「
照
れ
く
さ
い
な
が
ら

も
誇
ら
し
い
気
持
ち
」
と
胸
を
叩
い

群
馬
県
安
中
市
役
所

茨
城
県
同
窓
会

　

五
月
十
六
日　
（
土
）、
茨
城
県
同
窓

会
総
会
が
水
戸
駅
前
の
水
戸
京
成
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
に
は
、
多
数
の
同
窓
生
と
大
学

本
部
か
ら
萩
野
浩
基
学
長
を
は
じ
め
、

七
名
の
同
窓
会
関
係
者
が
出
席
し
た
。

　

午
後
二
時
か
ら
平
成
十
九
年
度
・

二
十
年
度
の
決
算
並
び
に
事
業
報
告
、

平
成
二
十
一
年
度
事
業
計
画
・
予
算
を

審
議
し
、
役
員
改
選
で
は
同
窓
会
事
務

た
。
滞
在
は
全
部
で
二
時
間
だ
っ
た

が
、
一
行
は
満
足
感
を
漂
わ
せ
て
次

の
訪
問
地
・
青
葉
城
に
向
か
っ
た
。

　

青
森
県
同
窓
会

青
森
県
同
窓
会
事
務
局
長
・
石
田
康
正
氏

　

青
森
県
同
窓
会
は
、
今
回
で
設
立
十

年
目
の
節
目
の
年
を
迎
え
た
。
萩
野
浩

基
学
長
、
江
尻
行
男
就
職
部
長
を
は
じ

め
五
名
が
来
賓
と
し
て
迎
え
ら
れ
、「
来

し
方
を
静
か
に
想
い　

母
校
の
発
展
を

応
援
す
る
夕
べ
」
を
テ
ー
マ
に
、
七
月

四
日
（
土
）
午
後
三
時
か
ら
青
森
市
の

ホ
テ
ル
青
森
で
開
催
さ
れ
た
。
五
十
名

以
上
の
同
窓
生
が
出
席
。

　

同
窓
生
の
故
人
へ
の
黙
祷
か
ら
始
ま

り
、
校
歌
斉
唱
、
山
内
正
毅
青
森
県
同
窓

会
長
か
ら
「
同
窓
会
と
母
校
の
発
展
の
た

め
同
窓
生
一
同
尽
力
し
よ
う
」
と
い
う
呼

び
か
け
が
あ
っ
た
。
続
い
て
萩
野
学
長
が

大
学
の
方
針
、
ま
た
若
か
っ
た
頃
の
思
い

出
、
大
学
に
か
け
る
思
い
な
ど
を
約
二
十

分
に
わ
た
り
、
熱
く
語
っ
た
。

　

記
念
講
演
は
（
医
・
社
）
東
北
福
祉

会
事
務
局
長
の
大
森
俊
也
氏
が
「
介
護

保
険
事
業
経
営
の
本
来
の
意
義
と
は
」

と
題
し
て
、
行
っ
た
。「
社
会
保
障
の

ニ
ー
ズ
が
増
え
そ
の
制
度
が
確
立
さ
れ

て
も
、
人
の
営
み
や
本
質
は
変
わ
る
こ

と
が
な
い
。
介
護
事
業
経
営
を
通
し
て

本
来
の
意
義
を
考
え
直
し
た
い
」
と
力

群
馬
県
同
窓
会

　

総
会
は
七
月
十
一
日
、
高
崎
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
で
開
い
た
。

　

先
ず
、
菅
原
優
会
長
（
昭
55
社
福
）

が
「
設
立
以
来
八
度
目
の
総
会
は
念
願

か
な
っ
て
、
講
師
に
佐
藤
伊
知
子
先
生

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
大
変
嬉
し
い
」

と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
羽
田
博

局
原
案
（
会
長
に
清
水
登
美
男
、
副
会

長
に
野
上
清
治
、
齋
藤
幸
雄
、
川
澄
敏

子
氏
）
が
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
の
講
演
会
で
は
、
萩
野

学
長
が
、
大
学
の
教
育
理
念
並
び
に
大

学
の
現
状
と
将
来
像
を
中
心
に
説
明
し

た
。
そ
の
後
、
開
か
れ
た
交
流
会
で
、

光
永
輝
彦
後
援
会
会
長
、
菅
本
昭
夫
同

窓
会
会
長
、
鈴
木
春
彦
同
窓
会
参
与
、

平
間
正
志
就
職
課
長
代
理
、小
野
昌
彦
、

磯
海
千
草
事
務
局
員
ら
が
参
加
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
大
学
の
現
況
報

告
や
同
窓
会
本
部
の
現
況
報
告
等
を
挨

拶
と
兼
ね
て
報
告
し
た
。

　

ま
た
、
茨
城
県
の
同
窓
生
で
、
草
間
吉
夫

高
萩
市
長
（
昭
63
社
福
・
平
15
修
士
）
が
大

変
多
忙
な
中
、
出
席
さ
れ
、
花
を
添
え
た
。

　

特
に
清
水
登
美
男
会
長
か
ら
は
、「
今

後
、
大
学
本
部
並
び
に
他
県
の
同
窓
会

役
員
と
密
に
連
絡
を
取
り
、
互
い
の
交

流
を
深
め
合
い
た
い
。
本
県
同
窓
会
を

隆
盛
に
し
、
さ
ら
に
母
校
の
発
展
に
寄

与
し
て
い
き
た
い
」
と
力
強
い
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、一
同
が
拍
手
で
歓
迎
し
た
。

　

参
加
者
の
熱
気
と
期
待
の
思
い
が
会
場

い
っ
ぱ
い
に
あ
ふ
れ
た
総
会
に
な
っ
た
。

子
就
職
課
長
補
佐
が
大
学
並
び
に
就
職

活
動
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

総
会
で
承
認
さ
れ
た
議
案
の
中
で
特

に
注
目
さ
れ
た
の
は
「
会
員
間
の
連
絡

網
の
充
実
を
図
る
」
件
だ
っ
た
。
会
員

が
メ
ー
ル
交
換
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
作

ら
れ
、
そ
れ
を
周
知
徹
底
し
て
い
く
こ

と
を
申
し
合
わ
せ
た
。

　

記
念
講
演
は
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ

て
学
ん
だ
こ
と
」
と
題
し
、
佐
藤
伊
知
子

准
教
授
が
約
六
十
分
に
わ
た
り
熱
弁
を
ふ

る
っ
た
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
の
関
わ
り
、

福
祉
大
進
学
の
動
機
、
日
本
代
表
チ
ー
ム

で
活
躍
で
き
た
理
由
に
つ
い
て
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
て
話
し
た
。「
背
が
低
く
、
か
つ

地
方
で
体
育
系
大
学
出
身
者
で
な
い
と
い

う
ハ
ン
デ
ィ
を
背
負
っ
た
中
、
感
性
を
磨

く
努
力
を
し
た
。
ま
た
、
他
競
技
選
手
ら

と
の
無
駄
話
も
パ
ワ
ー
の
も
と
を
見
い
だ

す
こ
と
に
な
り
、
運
も
呼
び
込
め
る
も
の
」

と
話
し
、
出
席
者
に
感
銘
を
与
え
た
。

　

懇
親
会
は
例
年
に
な
く
明
る
く
和
や

か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
時
の
経
つ
の

を
忘
れ
る
楽
し
さ
だ
っ
た
。

同
総
会
事
務
局
員
の
人
事

同
窓
会
会
長

　

菅
本　

昭
夫（
昭
40
年
度
卒
）

同
窓
会
事
務
局
長

　

阿
部　

靖
彦（
昭
59
年
度
卒
）

同
窓
会
事
務
局
員

　

鈴
木　

智
彦（
昭
52
年
度
卒
）

　

富
田　

光
一（
昭
54
年
度
卒
）

　

千
葉　

幸
喜（
昭
54
年
度
卒
）

　

羽
田　

博
子（
昭
51
年
度
卒
）

　

平
間　

正
志（
昭
55
年
度
卒
）

　

鈴
木　

久
子（
昭
56
年
度
卒
）

　

佐
藤
伊
知
子（
昭
61
年
度
卒
）

　

大
倉　

峰
雄（
平
元
年
度
卒
）

　

石
澤　

優
紀（
昭
61
年
度
卒
）

　

山
路　

哲
生（
昭
63
年
度
卒
）

　

梶
井　

亮
介（
平
7
年
度
卒
）

　

鈴
木　

正
志（
平
13
年
度
卒
）

　

高
橋　

桂
子（
平
18
年
度
卒
）

　

磯
海　

千
草（
平
19
年
度
卒
）

同
窓
会
参
与

　

鈴
木　

春
彦

ス
タ
ッ
フ
一
同
、
全
力
で
取
り
組
み
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

【
連
絡
先
】

T
E
L
：
０
２
２
─
２
３
３
─
３
１
１
１

F
A
X
：
０
２
２
─
２
３
３
─
３
１
１
３

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

dousou@
tfu-m

ail.tfu.ac.jp

説
し
、
一
同
の
共
感
を
呼
ん
で
い
た
。

　

ま
た
、
あ
い
に
く
の
天
気
で
見
え
な

か
っ
た
が
、
陸
奥
湾
と
八
甲
田
山
を
一

望
で
き
る
17
F
レ
ス
ト
ラ
ン 

ル
・
ボ

ア
で
開
か
れ
た
懇
親
会
で
は
、
一
人
ひ

と
り
大
学
生
活
の
秘
話
、
卒
業
後
の
活

躍
な
ど
を
交
え
て
自
己
紹
介
し
た
。
再

会
を
喜
ぶ
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
受
け
ら

れ
、
予
定
さ
れ
た
時
間
を
オ
ー
バ
ー
す

る
ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
に
な
っ
た
。

　

な
お
、
次
回
第
十
一
回
開
催
を
来
年

七
月
三
日
（
土
）
午
後
三
時
か
ら
、
同

所
で
行
う
と
の
発
表
が
あ
り
、
同
窓
生

一
同
、
再
会
を
約
束
し
て
終
了
し
た
。

幼
稚
園
教
育
要
領
の
歴
史
と
、
今
回
の
保

育
指
針
改
定
の
概
要
と
特
徴
な
ど
に
つ

い
て
資
料
を
も
と
に
、
解
説
し
た
。
出
席

者
か
ら
「
仕
事
の
現
場
で
参
考
に
な
る
」

な
ど
、
意
見
が
寄
せ
ら
れ
好
評
だ
っ
た
。

　

定
員
を
超
え
る
申
込
者
が
あ
り
、
か

つ
保
育
を
巡
る
最
新
情
報
が
聞
け
た
充

実
し
た
内
容
に
な
っ
た
。

競技終了後、マスコット「トッキッキ」と
一緒に記念撮影した参加者と関係者

3 年ぶりの再会に喜ぶ同窓生

講演する和田明人先生本学を訪れた安中市民生委員児童委員ら

学長の出席に喜ぶ同窓生

佐藤伊知子先生（前列左から 3 人目）を
囲んだ出席者の皆さん

設立10 周年記念総会


